

















































































































































































【 6】福岡高判昭和61年 3 月 6 日高刑集39巻 1 号 1 頁
　被告人は被害者の首筋をナイフで 1回突き刺し、その傷は深さ 5センチメー
トルで気管内に達し、多量の出血と皮下気腫を伴うもので、出血多量による
失血死や出血が気管内に入って窒息死する危険があり、かつ、 2 度、 3 度と
続けて攻撃することを意図していたものではなかったという事案につき、実
行未遂とされた。
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30　これに対して、放置しても既遂に達するおそれのない場合には、放置すれば既遂
に達するおそれのある場合よりも、中止未遂の要件が緩和され、任意的な中止のみ
で褒賞としての刑の減軽・免除が認められるのである。
